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『
易
学
啓
蒙
』
試
論

　
　
―
―
明
蓍
策
を
中
心
に
―
―

辛 
 
 
 
 

賢

は
じ
め
に

　
『
易
学
啓
蒙
』
は
、
淳
煕
十
三
年
（
一
一
八
六
）
三
月
、
朱
熹
が
『
周
易
本
義
』
を
著
し
て
よ
り
十
年
後
に
完
成
し
た
著
述
で
あ
る（１
）。

朱
熹
は
刻
版
後
も
十
数

年
の
間
、
修
訂
を
繰
り
返
し
て
お
り（２
）、
同
書
に
対
す
る
学
問
的
な
熱
意
は
特
別
な
も
の
が
あ
っ
た（３
）。
朱
熹
は
「
自
序
」
の
な
か
で
著
述
の
目
的
を
記
し
、
初
学
に

確
実
な
理
論
基
礎
を
提
示
す
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（４
）。
し
か
し
「
初
学
」
と
は
い
え
、『
易
学
啓
蒙
』
の
内
容
は
決
し
て
平
易
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
も

そ
も
「
啓
蒙
」
の
名
は
、
謙
辞
を
も
っ
て
控
え
め
に
名
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
不
遜
に
近
い
と
考
え
、
別
の
名
に
改
め
た
い
と
、
師
友
の
蔡
元
定
に

告
げ
て
い
る（５
）。

　
『
易
学
啓
蒙
』
は
、「
本
図
書
第
一
」「
原
卦
画
第
二
」「
明
蓍
策
第
三
」「
考
変
占
第
四
」
の
四
篇
で
構
成
さ
れ
る
。
執
筆
当
初
は
、
卦
画
篇
と
蓍
策
篇
と
の
二

篇
で
構
成
を
考
え
て
い
た
が（６
）、
七
八
九
六
の
説
が
河
図
・
洛
書
に
由
来
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
「
本
図
書
第
一
」
を
加
え
、
さ
ら
に
蓍
策
篇
の
な
か
に
含
ま
れ
て

い
た
卦
変
図
を
分
離
し
て
別
の
一
篇
に
ま
と
め
た
の
が
「
考
変
占
第
四
」
で
あ
る
。

　

本
稿
で
取
り
あ
げ
る
「
明
蓍
策
第
三
」
は
、
繫
辞
伝
の
「
大
衍
の
数
」
章
に
み
え
る
筮
法
を
解
き
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
周
易
の
筮
法
そ
の
も
の
に
関
し
て

は
、
今
日
、
一
般
に
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
解
釈
史
・
思
想
史
研
究
上
、
じ
つ
に
複
雑
で
難
解
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
単
に
「
明
蓍
策
」
に
限
ら

な
い
。
今
日
、『
易
学
啓
蒙
』
に
関
す
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
も
、
同
書
の
難
解
さ
を
物
語
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、「
明
蓍
策
第
三
」
所
収
の
点
策
図
を



66

検
討
し
、
蓍
策
法
を
め
ぐ
る
朱
熹
の
解
釈
と
特
徴
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

奇
と
偶

　
「
明
蓍
策
」
は
、
次
の
繫
辞
伝
「
大
衍
之
数
」
章
に
み
ら
れ
る
揲
法
を
解
き
明
か
す
内
容
で
構
成
さ
れ
る
。

大
衍
の
数
は
五
十
。
其
の
用
は
四
十
有
九
。
分0

か
ち
て
二
と
為
し
以
て
両
に
象
り
、
一
を
掛0

け
て
以
て
三
に
象
り
、
之
を
揲0

す
る
に
四
を
以
て
し
以
て
四
時

に
象
る
。
奇
を
扐
に
帰0

し
て
以
て
閏
に
象
る
。
五
歳
に
し
て
再
閏
あ
り
。
故
に
再
扐
し
て
而
る
後
に
掛
く
。（
繫
辞
伝
）

　
「
大
衍
之
数
」
章
は
古
く
か
ら
議
論
の
絶
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と
く
に
「
五
十
」
と
い
う
数
字
を
め
ぐ
っ
て
、
漢
代
以
降
、
様
々
な
解
釈
が
行
わ
れ
て

き
た（７
）。
朱
熹
の
場
合
、「
河
図
・
洛
書
の
中
数
は
皆
五
。
之
を
衍
し
て
各
々
其
の
数
を
極
め
、
以
て
十
に
至
れ
ば
、
則
ち
合
わ
せ
て
五
十
と
為
る
」（『
易
学
啓
蒙
』

明
蓍
策
）
と
述
べ
、
大
衍
の
数
が
五
十
で
あ
る
理
由
を
河
図
・
洛
書
の
数
か
ら
導
き
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
分
・
掛
・
揲
・
帰
を
経
て
得
ら
れ
る
残
余
の
策
数

の
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
ま
ず
第
一
変
（=

初
変
）
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

五
つ
を
得
る
者
は
三
つ
、
所
謂
る
奇
な
り
。︹
割
注
︺
五
な
る
も
の
の
掛
一
を
除
け
ば

0

0

0

0

0

0

、
即
ち
四
な
り
。
四
を
以
て
之
を
約
せ
ば
一
と
為
る
。
故
に
奇
と
為

れ
ば
、
即
ち
両
儀
の
陽
数
で
あ
る
。

九
を
得
る
者
は
一
つ
、所
謂
る
偶
な
り
。︹
割
注
︺
九
な
る
者
の
掛
一
を
除
け
ば

0

0

0

0

0

0

、即
ち
八
つ
な
り
。
四
を
以
て
之
を
約
せ
ば
二
と
為
る
。
故
に
偶
と
為
れ
ば
、

即
ち
両
儀
の
陰
数
な
り
。（『
易
学
啓
蒙
』「
明
蓍
策
」）
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本
稿
で
取
り
あ
げ
る
︻
表
一
︼
～
︻
表
六
︼
は
、『
易
学
啓
蒙
』
所
収
の
六
枚
の
図
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
、
掛
一
策
を
◎
と
印
す
こ
と
で
、

扐
策
●
と
区
分
で
き
る
よ
う
に
改
め
た
。
便
宜
上
、
左
右
の
扐
策
の
数
を
数
字
で
示
し
一
目
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

さ
て
、
易
卦
は
、
一
卦
の
六
爻
を
得
る
に
は
十
八
変
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
繫
辞
伝
に
「
四
営
し
て
易
を
成
す
。
十
有
八
変
し
て
卦
を
成
し
、
八
卦
に
し
て

小
成
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
筮
竹
を
二
分
し
、
一
本
を
小
指
に
掛
け
、
四
本
ず
つ
数
え
、
残
余
を
指
間
に
は
さ
む
、
こ
の
分
・
掛
・
揲
・
帰
の
四
度
の
営
み
を
経

て
、
蓍
策
の
変
化
の
第
一
変
が
成
る
。
三
変
し
て
一
爻
が
得
ら
れ
、
十
八
変
し
て
一
卦
の
六
爻
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
爻
を
得
る
三
変
の
過
程
に
お
い

て
割
り
出
さ
れ
る
残
余
の
数
は
自
ず
か
ら
決
ま
っ
て
来
る
。
朱
熹
は
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
第
一
変
に
お
い
て
得
ら
れ
る
扐
策
の
数
は
、
掛
一
策

0

0

0

（
◎
）
を
あ
わ
せ
て

0

0

0

0

0

五
本
か
九
本
で
あ
る
。
五
本
は
奇
に
属
し
、
九
本
は
偶
に
属
す
る
。
そ

の
う
ち
、
残
余
が
五
本
（
奇
）
に
な
る
場
合
の
数
は
、
左
が
一
策
で
あ
れ
ば
、
右
は
三
策
、
右
が
二
策
で
あ
れ
ば
、
左
も
二
策
、
左
が
三
策
で
あ
れ
ば
、
右
は
一

策
と
自
ず
か
ら
決
ま
っ
て
く
る
。
掛
一
策
を
合
わ
せ
て
残
余
は
五
本
と
な
る
。
一
方
、
残
余
の
数
が
偶
の
九
本
に
な
る
場
合
の
数
は
、
左
４
策
・
右
４
策
の
一
回

の
み
と
な
る
。
掛
一
策
を
合
わ
せ
て
残
余
は
九
本
と
な
る
。︻
表
一
︼
は
以
上
の
内
容
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
五
本
を
奇
、
九
本
を
偶
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
朱
熹
自
ら
割
注
を
付
し
て
い
る
よ
う
に
、
五
本
中
、
掛
一
策
（
◎
）
を
除
く
四
本
を
四
（
四
時
に

【
表
一
】
第
一
変
（
◎
は
掛
一
策
、
●
は
左
右
の
扐
策
。
数
字
は
左
右
の
扐
策
を
示
す
。
以
下
同
様
）

偶 奇

左 右 左 右

●

● ● 扐

●

◎ 掛

(3.1)

● ●

● ● 扐

◎ 掛

(2.2)

● ●

● ● ●

● ● ● ● 扐

● ● ●

◎ ◎ 掛

(4.4) (1.3)



66

象
る
）
で
約
分
す
る
と
、
商
は
一
、
奇
数
に
当
た
る
。
一
方
、
九
本
の
場
合
、
同
じ
く
掛
一
作
を
除
く
八
本
を
四
で
約
分
す
る
と
、
商
は
二
、
偶
数
に
当
た
る
。

す
な
わ
ち
、
残
余
を
四
で
約
し
た
商
が
奇
数
か
偶
数
か
に
よ
っ
て
分
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
朱
熹
は
、
こ
れ
ら
の
奇
偶
を
も
っ
て
両
儀
陰
陽
の
数
と
見
な
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
朱
熹
自
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
旧
法
と
は
異
な
っ
た
技
法
で
あ
る
と
い
う
。

且
つ
旧
法
を
用
う
れ
ば
、
則
ち
三
変
の
中
、
又
、
前
の
一
変
を
以
て
奇
と
為
し
、
後
の
二
変
を
偶
と
為
す
。
奇
な
る
が
故
に
其
の
余
り
は
五
と
九
。
偶
な
る

が
故
に
其
の
余
り
は
四
と
八
。
余
り
の
五
・
九
な
る
は
、
五
は
三
つ
に
し
て
九
は
一
つ
、
亦
た
囲
三
径
一
の
義
な
り
。
余
り
四
・
八
な
る
は
、
四
・
八
皆
二

つ
、
亦
た
囲
四
用
半
の
義
な
り
。
三
変
の
後
、
老
な
る
は
陽
饒
か
に
し
て
陰
乏
し
く
、
少
な
る
は
陽
少
く
し
て
陰
多
し
。
亦
た
皆
自
然
の
法
象
あ
り
」（『
易

学
啓
蒙
』「
明
蓍
策
」）

　

す
な
わ
ち
、
旧
法
で
は
、
単
純
に
掛
扐
の
数
が
奇
数
か
偶
数
か
で
奇
偶
を
決
め
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
第
一
変
の
掛
扐
の
数
は
五
か
九
、
い
ず
れ
も
奇
数
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
第
一
変
を
「
奇
」
に
属
し
、
後
述
す
る
第
二
・
第
三
変
の
掛
扐
の
数
は
四
か
八
、
い
ず
れ
も
偶
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
偶
」
に
属
す
る
と
見
な
し

て
い
た
。
朱
熹
は
旧
法
も
ま
た
「
自
然
の
法
象
あ
り
」
と
認
め
て
い
な
が
ら
、
な
ぜ
旧
法
を
取
ら
ず
、
独
自
の
技
法
を
考
案
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
述

べ
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
以
上
の
第
一
変
が
終
わ
り
、
第
二
変
に
移
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
変
の
後
に
前
の
余
数
を
除
き
、
復
び
其
の
見
存
の
策
を
合
わ
せ
ば
、
或
い
は
四
十
、
或
い
は
四
十
四
に
し
て
、
分
掛
揲
帰
は
前
の
法
の
如
し
。
是
れ
再
変

と
謂
う
。
其
の
掛
扐
は
四
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
八
。（『
易
学
啓
蒙
』「
明
蓍
策
」）

　

第
一
変
を
経
て
、四
十
九
策
か
ら
残
余
の
策
（
五
本
か
九
本
）
を
取
り
除
く
と
、残
り
は
四
十
本
か
四
十
四
本
と
な
る
。
第
二
変
も
第
一
変
と
同
じ
く
、分
・
掛
・

揲
・
帰
の
手
順
に
し
た
が
っ
て
捌
く
。
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四
つ
を
得
る
者
は
二
つ
、
所
謂
る
奇
な
り
。
掛
一
を
去
ら
ず

0

0

0

0

0

0

、
余
り
は
前
義
と
同
じ
。

八
つ
を
得
る
者
は
二
つ
、
所
謂
る
偶
な
り
。
掛
一
を
去
ら
ず

0

0

0

0

0

0

、
余
り
は
前
義
と
同
じ
。（『
易
学
啓
蒙
』「
明
蓍
策
」）

　

第
二
変
で
得
ら
れ
る
掛
扐
の
数
は
、
四
本
か
八
本
で
あ
る
。
四
本
の
場
合
は
、
掛
一
策
（
◎
）

の
ほ
か
、
左
２
策
・
右
１
策
、
ま
た
は
左
１
策
・
右
２
策
の
二
通
り
が
あ
る
。
掛
一
策

0

0

0

（
◎
）

を
合
わ
せ
る

0

0

0

0

0

と
四
本
と
な
る
。
初
変
と
同
じ
く
四
（
四
時
）
で
約
分
す
れ
ば
、
商
は
一
、「
奇
」

に
属
す
る
。
一
方
、
掛
扐
が
八
本
と
な
る
場
合
は
、
左
４
策
・
右
３
策
、
ま
た
は
左
３
策
・
右

４
策
の
二
通
り
で
あ
る
。
掛
一
策

0

0

0

（
◎
）
を
合
わ
せ
る

0

0

0

0

0

と
八
本
と
な
る
。
同
じ
く
四
で
割
る
と
、

商
は
二
、「
偶
」
に
属
す
る
。
初
変
と
同
様
に
奇
偶
の
両
数
は
両
儀
の
陰
陽
の
数
を
あ
ら
わ
す
。

こ
こ
で
注
意
す
る
と
こ
ろ
は
、
第
一
変
で
は
掛
一
本
を
除
い
た
左
右
扐
策
の
数
を
四
払
い
し
て

い
た
の
に
対
し
、
第
二
変
は
掛
一
策
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
朱
熹
は
そ
の
理
由
に
つ

い
て
と
く
に
触
れ
て
い
な
い
。

再
変
の
後
、
前
の
両
次
の
余
数
を
除
き
、
復
び
其
の
見
存
の
策
を
合
わ
せ
ば
、
或
い
は
四
十
、
或
い
は
三
十
六
、
或
い
は
三
十
二
。
分
・
掛
・
揲
・
帰
は
前

法
の
如
し
。
是
れ
三
変
と
謂
う
。
其
の
掛
扐
は
再
変
の
例
の
如
し
。
三
変
既
に
畢
わ
れ
ば
、
乃
ち
三
変
を
合
わ
せ
、
其
の
掛
扐
の
奇
偶
を
視
て
以
て
遇
う
所

の
陰
陽
の
老
少
を
分
か
た
ば
、
是
れ
一
爻
と
為
る
。（『
易
学
啓
蒙
』「
明
蓍
策
」）

　

第
二
変
が
終
わ
り
、
残
余
（
四
本
か
八
本
）
を
取
り
除
け
ば
、
残
り
の
策
は
四
十
本
か
三
十
六
本
、
ま
た
は
三
十
二
本
と
な
る
。
さ
ら
に
同
じ
く
分
・
掛
・
揲
・

帰
の
手
順
に
し
た
が
っ
て
残
策
を
捌
け
ば
、
第
二
変
と
同
じ
く
、
残
余
は
四
本
か
八
本
と
な
る
。
以
上
の
全
三
変
が
終
わ
れ
ば
、
各
変
の
奇
偶
を
も
と
に
陰
陽
の

老
少
を
決
定
す
る
。
そ
の
方
法
を
元
・
胡
方
平
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
確
か
め
て
お
こ
う
。

【
表
二
】
第
二
変
・
第
三
変

偶 奇

左 右 左 右

● ●

● ● ● ● 扐

● ● ●

●

◎ ◎ 掛

(4.3) (1.2)

●

● ● ● ● 扐

● ● ●

● ●

◎ ◎ 掛

(3.4) (2.1)



66

掛
扐
の
四
と
五
を
奇
と
為
し
、
九
と
八
を
偶
と
為
す
。
三
奇
を
老
陽
と
為
し
、
老
陽
に
遇
う
者
は
、
其
の
爻
を
□
と

為
し
、
所
謂
る
重
な
り
。
二
奇
一
偶
を
少
陰
と
為
し
、
少
陰
に
遇
う
者
は
、
其
の
爻
を
姪
と
為
し
、
所
謂
る
拆
な
り
。

二
偶
一
奇
を
少
陽
と
為
し
、
少
陽
に
遇
う
者
は
、
其
の
爻
を
娘
と
為
し
、
所
謂
る
単
な
り
。
三
偶
を
老
陰
と
為
し
、

老
陰
に
遇
う
者
は
、
其
の
爻
を
欝
と
為
し
、
所
謂
る
交
な
り
。（『
易
学
啓
蒙
通
釈
』「
明
蓍
策
」、
以
下
『
通
釈
』
と

称
す
。）

　

す
な
わ
ち
、
三
変
の
結
果
、
五
（
奇
）・
四
（
奇
）・
四
（
奇
）
の
三
奇
で
あ
れ
ば
「
老
陽
」、
そ
の
爻
は
「
□
」
で
表

記
し
、「
重
」
と
呼
ぶ
。
五
（
奇
）・
四
（
奇
）・
八
（
偶
）、
五
（
奇
）・
八
（
偶
）・
四
（
奇
）、
九
（
偶
）・
四
（
奇
）・

四
（
奇
）
の
二
奇
一
偶
で
あ
れ
ば
「
少
陰
」、
そ
の
爻
は
「
姪
」
と
表
記
し
、「
拆
」
と
呼
ぶ
。
五
（
奇
）・
八
（
偶
）・
八

（
偶
）、
九
（
偶
）・
四
（
奇
）・
八
（
偶
）、
九
（
偶
）・
八
（
偶
）・
四
（
奇
）
の
一
奇
二
偶
で
あ
れ
ば
「
少
陽
」、
そ
の
爻

は
「
娘
」
と
表
記
し
、「
単
」
と
呼
ぶ
。
最
後
に
九
（
偶
）・
八
（
偶
）・
八
（
偶
）
で
あ
れ
ば
「
老
陰
」、
そ
の
爻
は
「
×
」

と
表
記
し
、「
交
」
と
呼
ぶ
。

二　

場
合
の
数

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
奇
偶
の
技
法
を
も
と
に
、
三
変
を
通
じ
て
三
奇
（
老
陽
）・
両
奇
一
偶
（
少
陰
）・
一
奇
両
偶
（
少
陽
）・
三
偶
（
老
陰
）
が
得
ら
れ
る

場
合
の
数
に
つ
い
て
、朱
熹
は
「
点
策
図
」
を
も
っ
て
図
示
し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
点
策
図
を
再
構
成
し
、便
宜
上
の
修
正
を
行
っ

た
。
ま
ず
、
次
の
︻
表
三
︼「
三
奇
」
の
場
合
の
数
か
ら
確
認
す
る
。

三奇 二奇一偶 一奇二偶 三偶

三変 ４奇 ８偶 ４奇 ４奇 ８偶 ８偶 ４奇 ８偶

二変 ４奇 ４奇 ８偶 ４奇 ８偶 ４奇 ８偶 ８偶

一変 ５奇 ５奇 ５奇 ９偶 ５奇 ９偶 ９偶 ９偶

老少 老陽 少陰 少陽 老陰

表記 □□ 姪 娘 ×
名称 重 拆 単 交
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︻
表
三
︼
か
ら
分
か
る
よ
う
に
三
奇
の
老
陽
が
得
ら
れ
る
場
合
の
数
は
全
部
で
十
二
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
変
で
掛
扐
合
わ
せ
て
五
策
と
な
る
の
は
、
左

右
の
扐
策
が
（1.�3

）（2.�2

）（3.�1

）
の
三
通
り
、
第
二
で
は
（1.�2

）（2.�1

）
の
二
通
り
、
第
三
変
で
も
同
じ
く
（1.�2

）（2.�1

）
の
二
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら

三
変
の
変
数
（
場
合
の
数
）
を
交
互
に
組
み
合
わ
せ
る
と
、︻
表
三
︼
の
通
り
で
あ
る
。︻
表
三
︼
の
右
下
か
ら
上
方
に
向
か
っ
て
辿
っ
て
い
く
と
、（1.�3

）（1.�2

）

（1.�2
）、（2.�2

）（1.�2

）（1.�2

）、（3.�1

）（1.�2

）（1.�2

）
︙
︙
（3.�1

）（2.�1

）（2.�1

）
ま
で
と
な
る
。
全
部
で
十
二
通
り
の
三
奇
老
陽
が
得
ら
れ
る
。

【
表
三
】「
三
奇
」
の
場
合
の
数

左 右 左 右 左 右 左 右

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● 三変
◎ ◎ ◎ ◎
(2.1) (1.2) (2.1) (1.2)

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● 二変
◎ ◎ ◎ ◎
(2.1) (2.1) (1.2) (1.2)

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● 一変
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎
(3.1) (3.1) (3.1) (3.1)

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● 三変
◎ ◎ ◎ ◎
(2.1) (1.2) (2.1) (1.2)

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● 二変
◎ ◎ ◎ ◎
(2.1) (2.1) (1.2) (1.2)

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● 一変
◎ ◎ ◎ ◎
(2.2) (2.2) (2.2) (2.2)

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● 三変

◎ ◎ ◎ ◎
(2.1) (1.2) (2.1) (1.2)

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● 二変
◎ ◎ ◎ ◎
(2.1) (2.1) (1.2) (1.2)

● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● 一変
● ● ● ●

◎ ◎ ◎ ◎
(1.3) (1.3) (1.3) (1.3)
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ち
な
み
に
宋
の
林
至
は
著
述
『
易
裨
伝
』
の
な
か
で
、
点
策
図
を
す
べ
て
数
字
に
置
き
換
え
て
示
し
て
い
る
。

第
一
揲
、
第
二
揲
、
第
三
揲
。
第
一
揲
、
第
二
揲
、
第
三
揲
。

右
左
挂
、
右
左
挂
、
右
左
挂
。
右
左
挂
、
右
左
挂
、
右
左
挂
。

三
一
一
、
二
一
一
、
一
二
一
。
三
一
一
、
一
二
一
、
二
一
一
。

　
　
　
　

二
一
一
、
二
一
一
。　
　
　
　

一
二
一
、
一
二
一
。

二
二
一
、
二
一
一
、
一
二
一
。
二
二
一
、
一
二
一
、
二
一
一
。

　
　
　
　

二
一
一
、
二
一
一
。　
　
　
　

一
二
一
、
一
二
一
。

一
三
一
、
二
一
一
、
一
二
一
。
一
三
一
、
一
二
一
、
二
一
一
。

　
　
　
　

二
一
一
、
二
一
一
。　
　
　
　

一
二
一
、
一
二
一
。（
宋
・
林
至
『
易
裨
伝
』「
極
数
」）

　

ま
た
、
林
至
の
記
述
を
も
と
に
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

第一揲 第二揲 第三揲
(右. 左. 掛） (右. 左. 掛） (右. 左. 掛）

(3.1.1) (2.1.1) (1.2.1)

(3.1.1) (1.2.1) (2.1.1)

(3.1.1) (2.1.1) (2.1.1)

(3.1.1) (1.2.1) (1.2.1)

(2.2.1) (2.1.1) (1.2.1)

(2.2.1) (1.2.1) (2.1.1)

(2.2.1) (2.1.1) (2.1.1)

(2.2.1) (1.2.1) (1.2.1)

(1.3.1) (2.1.1) (1.2.1)

(1.3.1) (1.2.1) (2.1.1)

(1.3.1) (2.1.1) (2.1.1)

(1.3.1) (1.2.1) (1.2.1)
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さ
て
、
朱
熹
は
「
三
奇
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

三
奇
を
老
陽
と
為
す
は
、
凡
そ
十
有
二
な
り
。
掛
扐
の
数
は
十
有
三
、
初
掛
一
つ
を
除
き
て
十
有
二
と
為
る
。
四
を
以
て
約
し
て
之
を
三
分
す
れ
ば
、
一
為

る
者
は
三
つ
。
一
奇
は
円
に
象
り
て
三
を
囲
む
が
故
に
三
つ
の
一
の
中
に
各
々
復
た
三
有
り
。
而
し
て
三
つ
の
三
の
数
を
積
め
ば
、
則
ち
九
と
為
る
。
過
揲

の
数
は
三
十
有
六
、
四
を
以
て
之
を
約
せ
ば
、
亦
た
九
を
得
。
即
ち
四
象
の
太
陽
は
、
一
に
居
り
て
九
を
含
む
の
数
な
り
。（『
易
学
啓
蒙
』「
明
蓍
策
」）

　

こ
こ
で
、
胡
方
平
の
解
釈
を
併
せ
て
参
照
す
る
と
、

已
下
の
四
図
は
、
老
少
掛
扐
の
数
を
引
き
、
而
し
て
図
説
す
。
又
、
兼
ね
て
過
揲
の
数
に
及
ぶ
な
り
。
こ
の
図
は
老
陽
掛
扐
の
数
を
明
ら
か
に
す
。
一
箇
の

五
、
両
箇
の
四
、
是
れ
を
三
奇
と
為
す
。「
凡
そ
十
有
二
」
と
は
、
老
陽
の
数
を
言
う
に
、
其
の
変
わ
る
こ
と
凡
そ
十
二
様
な
り
。
掛
扐
の
数
は
十
有
三
に

し
て
初
掛
の
一
を
除
き
て
十
有
二
と
為
る
。
四
を
以
て
其
の
十
二
策
の
数
を
約
し
て
三
変
を
以
て
之
を
分
か
つ
に
一
変
ご
と
に
計
四
数
な
り
。（『
通
釈
』「
明

蓍
策
」）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
奇
の
老
陽
は
、
五
策
（
第
一
変
）・
四
策
（
第
二
変
）・
四
策
（
第
三
変
）
が
出
る
場
合
に
当
た
る
。
合
わ
せ
て
十
三
策
と

な
る
。「
三
奇
を
老
陽
と
為
す
は
、
凡
そ
十
有
二
」
と
い
う
の
は
、
掛
扐
の
策
数
か
ら
初
変
の
掛
一
策
を
除
い
た
数
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
奇
（
老
陽
）
の
場
合

の
数
も
同
じ
く
十
二
通
り
と
な
り
、
掛
扐
の
合
わ
せ
た
数
と
一
致
す
る
。
三
奇
の
十
二
策
は
四
（
四
時
）
で
約
分
し
、
さ
ら
に
三
変
で
分
け
れ
ば
、
一
変
ご
と
に

四
数
が
あ
た
る
。

　

こ
こ
で
、「
一
為
る
者
は
三
つ
」
以
下
に
つ
い
て
、
胡
方
平
は
以
下
の
よ
う
に
詳
解
し
て
い
る
。

「
一
と
為
る
者
は
三
つ
」
と
は
、
謂
う
こ
こ
ろ
は
、
一
箇
の
四
策
を
一
と
為
し
、
一
は
即
ち
四
な
り
、
即
ち
奇
な
り
。
故
に
四
と
言
わ
ず
し
て
一
と
言
う
。

三
変
を
合
わ
せ
ば
、
則
ち
一
為
る
者
、
凡
そ
三
つ
な
れ
ば
、
四
と
為
る
者
の
凡
そ
三
つ
な
る
を
謂
う
。
一
奇
は
円
に
象
り
て
三
を
囲
み
、
参
天
の
義
に
本
づ
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く
。
是
れ
四
策
の
中
に
於
い
て
一
策
を
取
り
て
以
て
円
に
象
り
、
而
し
て
三
策
を
以
て
三
を
囲
む
を
為
し
て
其
の
全
き
者
を
用
う
。
此
れ
一
の
中
に
復
た
三

有
る
な
り
。
是
の
如
く
し
て
円
に
象
り
三
を
囲
む
は
、
凡
そ
三
あ
り
。
三
奇
を
合
わ
せ
て
其
の
全
き
を
用
う
る
者
に
し
て
言
え
ば
、
則
ち
三
一
の
中
、
各
々

復
た
三 

 
 

�

有
り
、三
三

を
積
み
て
老
陽
の
九
と
為
る
。
四
を
以
て
約
す
れ
ば
過
揲
三
十
六
も
亦
た
四
箇
の
九
を
得
る
な
り
。（『
通
釈
』「
明

蓍
策
」）

　
「
一
為
る
者
」
の
「
一
」
と
は
四
策
を
「
一
つ
」
に
束
ね
た
数
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
各
変
の
五
（
掛
一
含
む
）・
四
・
四
を
四
（
四
時
）
で
約
分
す
る
と
、

商
は
い
ず
れ
も
一
で
あ
り
、
一
奇
で
あ
る
。
三
変
合
わ
せ
て
三
奇
と
な
る
。「
一
奇
は
円
に
象
り
て
三
を
囲
む
」
と
は
、
一
奇
（
四
策
）
は
、
繫
辞
伝
の
「
参
天

両
地
」
に
よ
っ
て
天
の
円
形
を
表
象
す
る
。
直
径
一
（
一
策
）
に
対
す
る
円
周
三
（
三
策
）
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る（８
）。
し
た
が
っ
て
、
三
奇
（
四
策
×
三
）
と
な

れ
ば
、
朱
熹
が
「
三
つ
の
一
の
中
に
各
々
復
た
三
有
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
四
策
（
径
一+

円
周
三
）・
四
策
（
径
一
＋
円
周
三
）・
四
策
（
径
一
＋
円
周
三
）

と
、
三
つ
の
径
一
の
な
か
に
そ
れ
ぞ
れ
円
周
三
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
胡
方
平
は
そ
れ
を
「
三
一
の
中
、
各
々
復
た
三 

 
 

�

有
り
」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
三
三

を
積
み
て
老
陽
の
九
と
為
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
円
周
三
を
三
つ
積
み
上
げ
る
と
（
３
×
３
）、
老
陽
の
九
と
な
る
。
そ

れ
は
過
揲
の
三
十
六
策
（
残
余
を
除
い
た
残
り
の
策
）
を
四
で
除
し
て
九
を
得
る
の
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
四
象
の
太
陽
は
、
一
に
居
り
て
九
を
含
む

の
数
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
（
奇
）
は
一
に
居
り
な
が
ら
九
を
含
む
数
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
上
が
︻
表
三
︼
の
三
奇
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。

　

次
に
︻
表
四
︼
の
「
両
奇
一
偶
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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【
表
四
】「
両
奇
一
偶
」
の
場
合
の
数

左 右 左 右 左 右 左 右

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● 三 変
◎ ◎ ◎ ◎

( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 2 . 1 ) ( 1 . 2 )

● ● ● ● ● ● ● ● 二 変
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 2 . 1 ) ( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 1 . 2 )

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● 一 変
● ● ● ● ● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 4 ) ( 4 . 4 ) ( 4 . 4 ) ( 4 . 4 )

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 三変
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 )

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 二 変
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 3 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 3 . 4 ) ( 2 . 1 ) ( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 1 . 2 )

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● 一 変
● ● ● ● ● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

( 3 . 1 ) ( 3 . 1 ) ( 3 . 1 ) ( 3 . 1 ) ( 3 . 1 ) ( 3 . 1 ) ( 3 . 1 ) ( 3 . 1 )

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 三 変
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 )
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 二 変
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

(4 . 3 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 3 . 4 ) ( 2 . 1 ) ( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 1 . 2 )

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 一 変
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

( 2 . 2 ) ( 2 . 2 ) ( 2 . 2 ) ( 2 . 2 ) ( 2 . 2 ) ( 2 . 2 ) ( 2 . 2 ) ( 2 . 2 )

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 三 変
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 )
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 二 変
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 3 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 3 . 4 ) ( 2 . 1 ) ( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 1 . 2 )

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● 一 変
● ● ● ● ● ● ● ●

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

( 1 . 3 ) ( 1 . 3 ) ( 1 . 3 ) ( 1 . 3 ) ( 1 . 3 ) ( 1 . 3 ) ( 1 . 3 ) ( 1 . 3 )
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両
奇
一
偶
は
、
偶
を
以
て
主
と
為
し
、
少
陰
と
為
る
者
の
凡
そ
二
十
有
八
な
り
。
掛
扐
の
数
、
十
有
七
、
初
掛
の
一
を
除
け
ば
、
十
有
六
と
為
る
。
四
を
以

て
約
し
て
之
を
三
分
し
、
一
為
る
者
二
、
二
為
る
者
一
な
り
。
一
奇
は
円
に
象
り
て
其
の
全
き
を
用
う
。
故
に
二
つ
の
一
の
中
に
各
々
復
た
三
有
り
。
二
は

偶
に
し
て
方
に
象
り
て
其
の
半
ば
を
用
う
。
故
に
一
つ
の
二
の
中
に
復
た
二
つ
有
り
。
而
し
て
二
つ
の
三
と
一
つ
の
二
と
の
数
を
積
め
ば
、則
ち
八
と
為
る
。

過
揲
の
数
は
三
十
有
二
、
四
を
以
て
之
を
約
し
て
亦
た
八
を
得
。
即
ち
四
象
の
少
陰
、
二
に
居
り
八
を
含
む
の
数
な
り
。（『
易
学
啓
蒙
』「
明
蓍
策
」）

　

両
奇
一
偶
は
、
五
（
奇
）・
四
（
奇
）・
八
（
偶
）、
五
（
奇
）・
八
（
偶
）・
四
（
奇
）、
九
（
偶
）・
四
（
奇
）・
四
（
奇
）
の
三
通
り
で
あ
る
。
五
策
（
掛
一
策

を
含
む
）
と
四
策
は
奇
（
一
）、
八
策
と
九
策
は
偶
（
二
）
に
当
た
り
、
三
変
を
通
じ
て
両
奇
一
偶
と
な
る
。
両
奇
一
偶
の
う
ち
、
比
例
数
の
少
な
い
「
偶
」
が

三
変
の
主
（
中
心
）
に
当
た
る
。

　

両
奇
一
偶
の
少
陰
に
な
る
の
は
、
全
部
で
二
十
八
通
り
あ
る
。
掛
扐
の
策
数
の
合
計
は
、
三
変
合
わ
せ
て
十
七
策
（
５
＋
４
＋
８
、
９
＋
４
＋
４
）
で
あ
り
、

初
変
の
掛
一
策
を
除
し
て
十
六
策
と
な
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
一
奇
は
円
に
象
り
其
の
全
き
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
（
両
奇
）
の
一
（
直
径
）
の
な
か
に

は
そ
れ
ぞ
れ
三
策
（
円
周
）
を
含
む
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
二
」（
八
策
を
四
で
約
し
た
商
）
は
偶
で
あ
り
、
地
の
方
形
を
表
象
す
る
。
繫
辞
伝
の
「
参
天
両
地
」

の
義
に
も
と
づ
く
。「
一
つ
の
二
の
中
に
復
た
二
つ
有
り
」
と
は
、
胡
方
平
は
次
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。

二
は
偶
に
し
て
方
に
象
り
て
半
を
用
う
。
亦
た
両
地
の
義
に
本
づ
く
。
是
れ
一
変
八
䇿
の
中
よ
り
、
其
の
四
を
去
り
て
用
い
ず
、
而
し
て
存
す
る
所
の
四
䇿

の
中
よ
り
二
䇿
を
取
り
て
以
て
方
に
象
る
。
而
し
て
二
策
を
以
て
囲
四
と
為
し
て
其
の
半
を
用
う
。
故
に
二
の
中
に
復
た
二

有
り
。
二
つ
の
三
一
つ
の�

二

を
積
み
て
少
陰
の
八
と
為
す
。（『
通
釈
』「
明
蓍
策
」）

　

二
は
偶
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
変
の
八
策
か
ら
四
策
を
取
り
除
き
、
残
り
の
四
策
の
う
ち
半
分
の
二
策
を
取
る
。
四
策
の
半
分
の
二
策
で
四
面
（

）
を
囲
み
、

地
の
方
形
を
表
象
す
る
。
そ
れ
は
、
二
（
四
策
）
の
中
に
ま
た
二
（
二
策
ず
つ
）
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
の
二
つ
（
両
奇
３
×
２
）
と
二

の
一
つ
（
一
偶
２
×
１
）
を
合
わ
せ
て
少
陰
の
八
と
す
る
。
そ
れ
は
過
揲
の
策
数
（
掛
扐
を
除
い
た
残
り
の
策
数
）
三
十
二
策
を
四
（
四
時
）
で
除
し
て
八
を
得

る
の
と
一
致
す
る
。
ま
さ
に
朱
熹
が
「
四
象
の
少
陰
、
二
に
居
り
八
を
含
む
の
数
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
両
奇
一
偶
の
主
で
あ
る
「
一
偶
」
は
、「
二
」
に
居



77 『易学啓蒙』試論（辛）

り
な
が
ら
「
八
」
を
含
む
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

次
に
︻
表
五
︼
の
「
両
偶
一
奇
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

【
表
五
】「
両
偶
一
奇
」
の
場
合
の
数

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右
● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
三 変 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 )
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

二 変 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ( 2 . 1 ) ( 2 . 1 ) ( 1 . 2 ) ( 1 . 2 )
( 3 . 4 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 4 . 3 )
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

一 変 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 4 ) ( 4 . 4 ) ( 4 . 4 ) ( 4 . 4 ) ( 4 . 4 ) ( 4 . 4 ) ( 4 . 4 ) ( 4 . 4 )
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●

三 変 ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 )
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●

二 変 ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 3 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 3 . 4 )
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●

一 変 ● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 3 . 1 ) ( 3 . 1 ) ( 3 . 1 ) ( 3 . 1 )

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●

三 変 ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 )
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●

二 変 ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 3 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 3 . 4 )

● ● ● ● ● ● ● ●
一 変 ● ● ● ● ● ● ● ●

◎ ◎ ◎ ◎

( 2 . 2 ) ( 2 . 2 ) ( 2 . 2 ) ( 2 . 2 )
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●

三 変 ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 )
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●

二 変 ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 3 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 3 . 4 )

● ● ● ● ● ● ● ●
一 変 ● ● ● ●

● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 1 . 3 ) ( 1 . 3 ) ( 1 . 3 ) ( 1 . 3 )
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両
偶
一
奇
、
奇
を
以
て
主
と
為
し
、
少
陽
と
為
る
者
凡
そ
二
十
。
掛
扐
の
数
二
十
有
一
、
初
掛
の
一
を
除
き
て
二
十
と
為
る
。
四
を
以
て
約
し
て
之
を
三
分

す
れ
ば
、
二
と
為
る
者
は
二
つ
、
一
と
為
る
者
は
一
つ
。
二
の
偶
は
方
に
象
り
て
其
の
半
ば
を
用
う
。
故
に
二
つ
の
二
の
中
に
各
々
復
た
二
有
り
。
一
奇
は

円
を
象
り
て
其
の
全
き
を
用
う
。
故
に
一
つ
の
一
の
中
に
復
た
三
有
り
。
而
し
て
二
つ
の
二
と
一
つ
の
三
の
数
を
積
め
ば
、
則
ち
七
と
為
る
。
過
揲
の
数
は

二
十
有
八
、
四
を
以
て
之
を
約
し
て
亦
た
七
を
得
る
。
即
ち
、
四
象
の
少
陽
、
三
に
居
り
七
を
含
む
の
数
な
り
。（『
易
学
啓
蒙
』「
明
蓍
策
」）

　

両
偶
一
奇
（
少
陽
）
は
「
一
奇
」
を
主
と
す
る
。
五
（
奇
）・
八
（
偶
）・
八
（
偶
）、
九
（
偶
）・
四
（
奇
）・
八
（
偶
）、
九
（
偶
）・
八
（
偶
）・
四
（
奇
）
の

三
通
り
あ
る
。
三
変
通
じ
て
両
奇
一
偶
が
得
ら
れ
る
場
合
の
数
は
、
合
計
二
十
通
り
で
あ
る
。
掛
扐
の
策
数
も
二
十
一
策
（
５
＋
８
＋
８
、
９
＋
４
＋
８
、
９
＋

８
＋
４
）
で
あ
り
、
初
変
の
掛
一
策
を
除
け
ば
二
十
策
と
な
る
。
四
（
四
時
）
で
三
分
す
る
と
、
二
（
偶
・
８
策
９
策
）
に
な
る
の
は
二
つ
、
一
（
奇
・
５
策
４

策
）
に
な
る
の
は
一
つ
。
す
で
に
詳
述
し
た
よ
う
に
、
二
の
偶
は
地
の
方
形
に
表
象
し
、
八
策
の
半
分
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
二
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
二
策

ず
つ
を
含
む
。
一
奇
は
天
の
円
形
に
表
象
し
、
そ
の
全
き
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
一
奇
の
な
か
に
ま
た
三
策
を
含
む
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
二
策
（
２

×
２
）
と
一
つ
の
三
策
（
１
×
３
）
を
積
め
ば
、
七
策
と
な
る
。
掛
扐
を
除
い
た
過
揲
の
数
は
二
十
八
策
で
あ
り
、
四
で
割
る
と
や
は
り
七
を
得
る
。
す
な
わ
ち
、

少
陽
の
両
偶
一
奇
は
三
（
一
奇
）
に
居
り
な
が
ら
七
を
含
む
数
で
あ
る
。

　

最
後
に
︻
表
六
︼「
三
偶
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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三
偶
を
老
陰
と
為
す
者
四
つ
あ
り
。
掛
扐
の
数
は
二
十
有
五
、
初
掛
の
一
を
除
き
て
二
十
有
四
と
為
る
。
四
を
以
て
約
し
て
之
を
三
分
す
れ
ば
、
二
を
為
す

者
は
三
あ
り
。
二
の
偶
は
方
に
象
り
て
其
の
半
ば
を
用
う
る
が
故
に
三
つ
の
二
の
中
に
各
々
復
た
二
有
り
、
而
し
て
三
つ
の
二
の
数
を
積
め
ば
、
則
ち
六
と

為
る
。
過
揲
の
数
も
亦
た
二
十
有
四
、四
を
以
て
之
を
約
し
て
亦
た
六
を
得
る
。
即
ち
四
象
の
太
陰
は
四
に
居
り
て
六
を
含
む
の
数
な
り
。（『
易
学
啓
蒙
』「
明

蓍
策
」）

　

三
偶
は
老
陰
で
あ
り
、
九
（
偶
）・
八
（
偶
）・
八
（
偶
）
の
一
例
の
み
と
な
る
。
老
陰
に
な
る
場
合
の
数
は
、
全
部
で
四
通
り
で
あ
る
。
掛
扐
の
策
数
は
初
掛

一
策
と
扐
二
十
四
策
と
を
あ
わ
せ
て
二
十
五
策
で
あ
る
が
、
初
掛
一
策
を
除
け
ば
二
十
四
策
で
あ
る
。「
四
を
以
て
約
し
て
三
分
す
れ
ば
、
二
を
為
す
者
は
三
つ
」

【
表
六
】「
三
偶
」
の
場
合
の
数

左 右 左 右 左 右 左 右

● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● 三 変
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 )
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● 二 変
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 3 ) ( 4 . 3 ) ( 3 . 4 ) ( 3 . 4 )
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● 一 変
● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●
◎ ◎ ◎ ◎

( 4 . 4 ) ( 4 . 4 ) ( 4 . 4 ) ( 4 . 4 )

三 変

二 変

一 変

三 変

二 変

一 変

三 変

二 変

一 変
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に
つ
い
て
、
胡
方
平
は
以
下
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
る
。

凡
そ
四
な
る
は
、
老
陰
の
数
、
其
の
変
の
凡
そ
四
様
な
る
を
言
う
な
り
。
掛
扐
の
数
二
十
五
、
初
掛
の
一
を
除
き
て
二
十
四
と
為
り
、
四
を
以
て
其
の
二
十

四
数
を
約
す
。
而
し
て
三
変
を
以
て
之
を
分
か
ち
、
一
変
ご
と
に
計
八
数
な
り
。「
二
を
為
す
者
は
三
つ
」
と
は
、
二
箇
の
四
策
を
二
と
為
し
、
二
は
即
ち

八
な
り
、
即
ち
偶
な
り
。
故
に
八
と
言
わ
ず
し
て
二
と
言
う
。
三
変
を
合
わ
せ
ば
、
則
ち
二
を
為
す
者
、
凡
そ
三
つ
。
八
を
為
す
者
凡
そ
三
つ
な
る
を
謂
う

な
り
。（『
通
釈
』）

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
二
を
為
す
者
は
三
つ
」
と
は
、
二
箇
の
四
策
を
「
二
」（
偶
）
と
し
て
計
八
策
を
い
う
の
で
あ
る
。
三
変
合
わ
せ
て
二
（
八
策
）
を
為
す

も
の
が
三
つ
と
い
う
こ
と
で
、
計
二
十
四
策
で
あ
る
。

二
の
偶
は
方
に
象
り
て
半
を
用
い
、
両
地
の
義
に
本
づ
く
。
是
れ
三
変
八
策
の
中
よ
り
各
々
四
を
去
り
て
用
い
ず
。
而
し
て
各
々
存
す
る
所
の
四
策
の
中
よ

り
、
各
々
二
策
を
取
り
て
以
て
方
に
象
る
。
而
し
て
各
々
二
策
を
以
て
囲
四
を
為
し
て
半
を
用
う
る
に
、
此
れ
二
の
中
に
復
た
二
有
る
な
り
。
是
の
如
く
し

て
方
に
象
り
四
を
囲
む
者
は
凡
そ
三
つ
あ
り
。
三
偶
を
合
わ
せ
て
半
を
用
う
る
者
に
し
て
言
え
ば
、
則
ち
三
つ
の
二
の
中
に
各
々
復
た
二
有
り
、
三
つ
の
二

を
積
み
て
老
陰
の
六
と
為
す
。
四
を
以
て
過
揲
の
二
十
四
を
約
し
、
亦
た
四
箇
の
六
を
得
る
な
り
。（『
通
釈
』）

　

二
（
偶
）
は
、
地
の
方
形
に
象
り
、
そ
の
半
を
用
い
る
。
三
変
（
８
策
×
３
）
よ
り
各
々
四
策
を
取
り
除
き
用
い
な
い
。
そ
し
て
残
る
半
分
（
四
策
）
の
な
か

か
ら
、
二
策
を
取
っ
て
地
の
方
形
に
象
る
。
二
策
を
も
っ
て
方
形
の
四
周
を
囲
む
の
で
、
二
の
な
か
に
二
を
含
む
。
三
変
合
わ
せ
て
、
二
が
三
つ
あ
る
。
す
な
わ

ち
、「
三
つ
の
二
の
中
に
各
々
復
た
二
有
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
三
つ
の
二
を
積
み
重
ね
て
老
陰
の
六
と
為
す
。
過
揲
の
策
数
二
十
四
を
四
払
い

し
て
（
４
×
６
）、
四
つ
の
六
を
得
る
の
と
一
致
す
る
。
太
陰
は
四
に
居
り
な
が
ら
六
を
含
む
数
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、「
明
蓍
策
」
所
収
の
四
図
を
中
心
に
、
蓍
策
法
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
蓍
策
の
掛
法
を
め
ぐ
っ
て
「
後
二
変
不
掛
」
と
す
る

説
が
あ
り
、
朱
熹
は
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
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三　

郭
雍
の
「
後
二
変
不
掛
」
説

　

問
題
の
所
在
は
、
繫
辞
伝
の
「
再
扐
而
後
掛
」
に
対
す
る
解
釈
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
分
・
掛
・
揲
・
帰
に
お
け
る
掛
一
策
を
取
る
の
は
、
三
変
中
、
初
変
に
限

る
の
か
、
そ
れ
と
も
三
変
す
べ
て
に
お
い
て
行
う
べ
き
か
の
問
題
で
あ
る
。

凡
そ
此
の
四
者
は
、皆
三
変
皆
掛
く
る
の
法
を
以
て
之
を
得
た
り
。
蓋
し
経
に
曰
く
、「
再
び
扐
し
て
後
に
掛
く
」
と
。
又
曰
く
、「
四
營
し
て
易
を
成
す
」
と
。

其
の
指む
ね

、
甚
だ
明
ら
か
な
り
。
注
疏
は
詳
説
せ
ざ
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
劉
禹
錫
の
記
す
所
の
僧
一
行
、
畢
中
和
、
顧
彖
の
説
に
亦
た
已
に
備
わ
れ
り
。
近

世
の
諸
儒
、
乃
ち
前
の
一
変
独
り
掛
け
て
、
後
の
二
変
は
掛
け
ざ
る
の
説
あ
り
。
之
を
経
に
考
う
る
に
、
乃
ち
六
扐
し
て
後
に
掛
く
る
と
為
す
は
、「
五
歳

再
閏
」
の
義
に
応
ぜ
ず
。
且
つ
後
の
両
変
の
又
二
營
に
止
ま
る
に
、
蓋
し
已
に
誤
れ
り
。（『
易
学
啓
蒙
』「
明
蓍
策
」）

　

こ
れ
ま
で
朱
熹
の
示
し
た
四
図
で
は
、
三
変
す
べ
て
掛
一
策
を
取
っ
て
い
た
が
、
近
世
の
諸
儒
は
初
変
に
だ
け
掛
一
策
を
取
り
、
再
変
・
三
変
は
取
ら
な
い
と

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
朱
熹
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
周
易
正
義
』
は
と
く
に
詳
述
し
て
い
な
い
が（９
）、
唐
の
劉
禹
錫
は
畢
中

和
（
（1
（

の
説
を
引
用
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

中
和
は
其
の
師
に
本
づ
き
、
師
の
学
は
、
一
行
に
本
づ
く
と
云
う
、

第
一
指　

余
一
益
三
、
余
二
益
二
、
余
三
益
一
、
余
四
益
四
。

第
二
指　

余
一
益
二
、
余
二
益
一
、
余
三
益
四
、
余
四
益
三
。

第
三
指　

第
二
指
と
同
じ
。（「
弁
易
九
六
論
」『
劉
賓
客
文
集
』
巻
七
「
論
下
」）

　

畢
中
和
の
揲
法
は
、「
其
の
伝
、
一
行
禅
師
に
原
づ
く
」（「
弁
易
九
六
論
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
唐
僧
の
一
行
に
由
来
す
る
も
の
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
第

一
指
（
初
変
）・
第
二
指
（
再
変
）・
第
三
指
（
三
変
）
に
お
け
る
左
右
の
余
り
を
示
し
て
お
り
、「
余
り
一
な
ら
ば
三
を
益
し
、
余
り
二
な
ら
ば
二
を
益
し
、
余
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り
四
な
ら
ば
四
を
益
す
」
と
い
う
よ
う
に
︻
表
一
︼︻
表
二
︼
の
奇
偶
の
残
余
の
策
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
老
陽
・
老
陰
・
少
陽
・
少
陰
各
々

の
策
数
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
前
掲
の
︻
表
三
︼
か
ら
︻
表
六
︼
と
同
様
の
内
容
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
老
陽
の
記
述
の
み
を
原
文
の
ま
ま
取

り
あ
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
指　

遇
一
益
三
、
并
掛
一
為
五
。
遇
三
遇
二
、
並
謂
之
少
。
与
一
同
。

第
二
指　

遇
一
益
二
、
并
掛
一
為
四
。

第
三
指　

遇
一
益
二
、
并
掛
一
為
四
。

右
、
三
指
俱
遇
少
、
通
計
十
三
策
。
其
餘
三
十
六
䇿
、
四
四
運
之
、
得
九
為
老
陽
。
故
易
繫
云
、
乾
之
策
二
百
一
十
有
六
。
注
云
、
陽
爻
九
、
一
爻
三
十
六

䇿
、
六
爻
二
百
一
十
有
六
。（「
弁
易
九
六
論
」（『
劉
賓
客
文
集
』
巻
七
「
論
下
」）

　

初
変
の
掛
扐
の
数
は
五
策
（
少
・
奇
）
か
九
策
（
多
・
偶
）
か
に
当
た
る
。
三
変
通
じ
て
老
陽
を
得
る
場
合
は
、
初
変
で
五
策
、
再
変
で
四
策
、
三
変
で
四
策

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
初
変
の
扐
数
は
、（1.�3

）
か
（3.�1

）、
ま
た
は
（2.�2

）
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、「
掛
」
一
策
を
合
わ
せ
た
扐
数
は

五
策
で
あ
る
。
傍
線
の
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
に
、
再
変
・
三
変
も
掛
一
策
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

近
世
の
儒
者
、
郭
雍
の
著
す
所
の
蓍
卦
辨
疑
の
若
き
は
、
専
ら
前
の
一
変
を
以
て
独
り
掛
け
、
後
の
二
変
は
掛
け
ず
。
其
の
橫
渠
先
生
の
言
を
載
せ
て
曰
く
、

「
再
扐
し
て
後
に
掛
け
、
一
爻
を
成
す
ご
と
に
而
し
て
後
に
掛
く
る
な
り
。
第
二
第
三
揲
は
掛
け
ざ
る
を
謂
う
な
り
」
と
。（『
易
学
啓
蒙
通
変
』「
明
蓍
策
」

第
三
）

　

郭
雍
の
「
蓍
卦
辨
疑
」
は
（
（1
（

、
今
に
伝
わ
ら
ず
未
詳
で
あ
る
が
、
朱
熹
に
よ
れ
ば
、「
掛
」
の
取
り
方
に
つ
い
て
、
郭
雍
は
初
変
の
み
に
限
定
し
、
再
変
・
三
変

で
は
「
掛
」
を
不
要
と
し
て
い
る
。
張
載
の
説
に
し
た
が
っ
て
い
る
ら
し
い
が
、朱
熹
は
、「
此
の
説
は
大
い
に
誤
り
て
、恐
ら
く
橫
渠
の
言
に
非
ざ
る
な
り
」（「
蓍

卦
考
誤
」『
晦
庵
集
』
巻
六
十
六
）
と
斥
け
な
が
ら
、
三
変
す
べ
て
に
掛
一
策
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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掛
け
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
の
者
は
両
説
有
り
。
蓋
し
三
変
の
中
、
前
の
一
変
は
陽
に
属
す
。
故
に
其
の
余
は
五
か
九
に
し
て
皆
奇
数
な
り
。
後
の
二
変
は

陰
に
属
す
。
故
に
其
の
余
は
四
か
八
に
し
て
皆
偶
数
な
り
。
陽
に
属
す
る
は
、
陽
三
と
為
し
て
陰
一
と
為
せ
ば
、
皆
囲
三
径
一
の
術
な
り
。
陰
に
属
す
る
は
、

陰
二
と
為
し
陽
二
を
為
せ
ば
、
皆
囲
四
用
半
の
術
を
以
て
な
り
。
是
れ
皆
三
変
皆
掛
く
る
の
法
を
以
て
之
を
得
、
後
の
両
変
は
掛
け
ざ
れ
ば
、
則
ち
得
ざ
る

な
り
。
三
変
の
後
、
其
の
老
陽
と
為
す
べ
き
者
は
十
二
、
老
陰
と
為
す
べ
き
者
は
四
、
少
陰
と
為
す
者
は
二
十
八
、
少
陽
と
為
す
べ
き
者
は
二
十
な
り
。
多

寡
の
同
じ
か
ら
ざ
る
と
雖
も
、皆
法
象
有
り
。
是
れ
も
亦
た
三
変
皆
掛
く
る
の
法
を
以
て
之
を
得
て
、後
の
両
変
は
掛
け
ざ
れ
ば
、則
ち
得
ざ
る
な
り
。（「
蓍

卦
考
誤
」『
晦
庵
集
』
巻
六
十
六
）

　

す
な
わ
ち
、
三
変
の
う
ち
、
初
変
は
陽
に
属
し
、
再
変
・
三
変
は
陰
に
属
す
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
初
変
は
左
右
の
余
り
が
五
か
九
の
奇
数
で
あ

り
、
再
変
・
三
変
は
四
か
八
の
偶
数
で
あ
る
と
し
た
う
え
、
陽
に
属
す
る
も
の
は
、
陽
三
陰
一
の
「
囲
三
径
一
」
に
も
と
づ
き
、
陰
に
属
す
る
も
の
は
、
陽
二
陰

二
の
「
囲
四
用
半
」
に
も
と
づ
く
も
の
と
す
る
。
三
変
し
て
後
、
老
陽
が
十
二
通
り
、
老
陰
が
四
通
り
、
少
陰
が
二
十
八
通
り
、
少
陽
が
二
十
通
り
と
、
各
々
の

場
合
の
数
が
得
ら
れ
る
の
も
、
三
変
す
べ
て
に
掛
け
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
後
の
第
二
・
第
三
変
に
掛
け
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
と
、
朱
熹
は
指
摘
し
て
い
る
。

若
し
近
世
の
法
を
用
う
れ
ば
、
則
ち
三
変
の
余
は
皆
囲
三
径
一
の
義
を
為
し
て
復
た
奇
偶
の
分
無
し
。
三
変
の
後
に
老
陽
少
陰
と
為
す
者
、
皆
二
十
七
、
少

陽
と
為
す
者
は
九
、
老
陰
と
為
す
者
は
一
。
又
皆
参
差
斉
し
か
ら
ず
し
て
復
た
自
然
の
法
象
無
し
。
此
を
以
て
其
の
説
の
誤
り
を
見
る
に
足
れ
り
。（『
易
学

啓
蒙
』「
明
蓍
策
」）

　

す
な
わ
ち
、
掛
一
策
を
初
変
の
み
に
限
っ
て
取
っ
た
場
合
、
老
陽
（
三
奇
）
と
少
陰
（
両
奇
一
偶
）
は
二
十
七
通
り
、
少
陽
（
一
奇
両
偶
）
は
九
通
り
、
老
陰

（
三
偶
）
は
わ
ず
か
に
一
例
（
初
変
左
４
右
４
、
再
変
左
４
右
４
、
三
変
左
４
右
４
）
の
み
と
な
る
。
そ
れ
は
「
参
差
斉
し
か
ら
ず
」
と
、
陰
陽
の
老
少
の
数
に

不
規
則
さ
が
目
立
っ
て
自
然
の
法
象
が
見
ら
れ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
胡
方
平
は
、
後
二
変
不
掛
を
用
い
た
場
合
の
点
策
図
を
作
成
し
て
お
り
、
以
下
に
掲
載

し
て
お
く
。
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近
世
揲
蓍
後
二
変
不
掛
図
（
胡
方
平
『
易
学
啓
蒙
通
釈
』
に
所
収
）
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終
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
易
学
啓
蒙
』「
明
蓍
策
第
三
」
に
お
け
る
点
策
図
の
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
、
繫
辞
伝
の
筮
法
に
対
す
る
朱
熹
の
理
解
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

点
策
図
は
、
三
変
に
お
け
る
左
右
扐
策
の
数
を
公
理
的
に
示
し
、
そ
の
順
列
と
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
四
つ
の
類
型
（
三
奇
・
両
奇
一
偶
・
両
偶
一
奇
・
三
偶
）

に
属
す
る
事
象
の
数
を
す
べ
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
数
の
自
律
性
に
則
っ
た
極
め
て
数
学
的
方
法
を
用
い
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
、
郭

雍
の
例
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、「
掛
」
の
取
り
方
に
つ
い
て
陰
陽
老
少
の
バ
ラ
ツ
キ
を
意
図
的
に
調
整
し
て
い
た
。「
掛
」
の
取
り
方
に
つ
い
て
は
、
郭
雍
の
説
が

純
数
理
的
に
処
理
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
本
稿
で
は
今
後
の
問
題
点
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
。

注（
１
）	

『
易
学
啓
蒙
』
を
詳
論
し
た
主
要
な
研
究
と
し
て
、
以
下
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。
白
寿
彝
「
周
易
本
義
考
」（『
史
学
集
刊
』
第
一
号
、
一
九
三
六
）、
戸
田
豊
三
郎
『
易

経
注
釈
史
綱
』（
風
間
書
房
、一
九
六
四
）
五
六
九
頁
～
六
一
四
頁
、鈴
木
由
次
郎
「
朱
子
と
易
」（『
朱
子
学
入
門
』
所
収
、明
徳
出
版
社
、一
九
七
四
）、吾
妻
重
二
「
朱

熹
の
象
数
易
学
と
そ
の
意
義
」（『
朱
子
学
の
新
研
究
』
創
文
社
、
二
○
〇
四
）
二
四
四
頁
～
二
八
八
頁
、
張
朝
南
「《
周
易
本
義
》
与
《
朱
子
語
類
》
易
論
比
較
」（『
国

研
所
集
刊
』
第
三
八
号
、
一
九
九
四
）。

（
２
）	

白
寿
彝
「
周
易
本
義
考
」（『
史
学
集
刊
』
第
一
号
、
一
九
三
六
）
を
参
照
。「
啓
蒙
中
、
欲
改
数
処
。
今
籤
出
奉
呈
。
幸
更
審
之
。
可
改
、
即
改
為
佳
、
免
令
旧
本
流
布

太
広
也
。
但
恐
不
好
看
、
亦
無
可
奈
何
耳
」（『
晦
庵
続
集
』
巻
二
「
答
蔡
季
通
」）、「
啓
蒙
已
為
看
畢
、
錯
誤
数
処
已
正
之
。
又
欲
添
両
句
、
恐
亦
不
難
。
但
註
本
尊

丈
両
句
、
不
甚
分
明
。
不
免
且
印
出
、
俟
其
帰
、
却
商
量
、
今
不
能
久
待
也
」（『
晦
庵
続
集
』
巻
三
「
答
蔡
伯
静
」）

（
３
）	

実
際
に
朱
熹
は
『
易
学
啓
蒙
』
を
『
大
学
』
に
並
ぶ
ほ
ど
の
著
述
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。「
説
大
学
啓
蒙
畢
、
因
言
某
一
生
只
看
得
這
両
件
文
字
透
、
見
得
前
賢
所

未
到
処
」（『
朱
子
語
類
』
巻
十
四
）

（
４
）	

「
近
世
学
者
、
類
喜
談
易
、
而
不
察
乎
此
。
其
専
於
文
義
者
、
既
支
離
散
漫
、
而
無
所
根
著
。
其
涉
於
象
数
者
、
又
皆
牽
合
傅
会
、
而
或
以
為
出
於
聖
人
心
思
智
慮
之
所

為
也
。
若
是
乎
、
予
竊
病
焉
。
因
與
同
志
頗
輯
旧
聞
、
為
書
四
篇
、
以
示
初
学
、
使
毋
疑
於
其
説
云
。
淳
熈
丙
午
莫
春
既
望
、
雲
台
真
逸
手
記
。」（『
易
学
啓
蒙
』
原
序
）

（
５
）	

「
啓
蒙
之
名
、
本
以
為
謙
、
而
反
近
於
不
遜
。
不
知
別
有
何
字
可
改
、
幸
更
為
思
」（『
晦
庵
集
続
集
』
巻
二
「
答
蔡
季
通
」）
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（
６
）	

「
前
日
七
八
九
六
之
説
、
於
意
云
何
。
近
細
推
之
、
乃
由
河
図
而
来
。
欲
於
啓
蒙
之
首
増
此
一
篇
、
并
河
図
洛
書
以
発
其
端
。
而
揲
蓍
法
中
、
只
自
大
衍
以
下
、
又
分
卦

変
図
別
為
一
篇
」（『
晦
庵
集
』
巻
四
四
「
答
蔡
季
通
」）

（
７
）	

繫
辞
伝
の
「
大
衍
之
数
者
、
五
十
。
其
用
四
十
有
九
」
を
め
ぐ
っ
て
、
漢
代
以
降
、
京
房
・
馬
融
・
鄭
玄
・
王
弼
な
ど
学
者
の
間
で
多
様
な
解
釈
が
出
さ
れ
た
。「
王
弼

曰
、
演
天
地
之
数
所
頼
者
五
十
也
。
其
用
四
十
有
九
、
則
其
一
不
用
也
。
不
用
而
用
以
之
通
、
非
数
而
数
以
之
成
。
斯
易
之
太
極
也
。
四
十
有
九
、
数
之
極
也
。
夫
无

不
可
以
无
明
、
必
因
於
有
。
故
常
於
有
物
之
極
、
而
必
明
其
所
由
之
宗
也
。
京
房
云
、
五
十
者
、
謂
十
日
十
二
辰
二
十
八
宿
也
。
凡
五
十
、
其
一
不
用
者
、
天
之
生
気
、

将
欲
以
虚
求
実
。
故
用
四
十
九
焉
。
馬
季
長
云
、
易
有
太
極
、
謂
北
辰
也
。
太
極
生
両
儀
、
両
儀
生
日
月
、
日
月
生
四
時
、
四
時
生
五
行
、
五
行
生
十
二
月
、
十
二
月

生
二
十
四
気
。
北
辰
居
位
不
動
、
其
余
四
十
九
転
運
而
用
也
。
荀
爽
云
、
卦
各
有
六
爻
。
六
八
四
十
八
。
加
乾
坤
二
用
、
凡
有
五
十
。
乾
初
九
潜
龍
勿
用
、
故
用

四
十
九
也
。
鄭
康
成
云
、
天
地
之
数
五
十
有
五
。
以
五
行
気
通
、
凡
五
行
減
五
。
大
衍
又
減
一
。
故
四
十
九
也
。
姚
信
・
董
遇
云
、
天
地
之
数
五
十
有
五
者
、
其
六
以

象
六
画
之
数
。
故
減
之
而
用
四
十
九
。
但
五
十
之
数
、
義
有
多
。
家
各
有
其
説
、
未
知
孰
是
」（『
周
易
正
義
』
繫
辞
上
伝
・
孔
穎
達
疏
）

（
８
）	

掛
扐
の
一
を
除
き
、
四
十
八
を
四
分
し
て
其
の
一
を
得
る
は
、
四
十
九
策
を
以
て
初
掛
の
一
を
除
き
、
而
し
て
四
十
八
策
を
四
分
し
て
計
る
こ
と
四
箇
の
十
二
な
り
。

其
の
中
に
於
い
て
一
箇
の
十
二
を
得
。
是
れ
を
四
分
中
の
一
分
と
為
し
、
其
の
十
二
を
一
に
し
て
其
の
四
を
三
に
す
る
な
り
。
一
箇
十
二
も
亦
た
径
一
の
義
な
り
。
三

箇
の
四
も
亦
た
囲
三
の
義
な
り
。
即
ち
上
文
の
三
三
の
数
は
只
是
れ
一
箇
の
九
な
る
が
故
に
九
の
母
為
り
。
過
揲
の
数
は
四
十
八
を
以
て
し
て
之
を
四
分
す
る
に
亦
た

計
し
て
四
箇
の
十
二
な
り
。
其
の
中
に
於
い
て
三
箇
の
十
二
を
得
る
に
是
れ
四
分
中
の
三
分
を
得
て
、
其
の
十
二
を
三
に
し
て
、
其
の
四
を
九
に
す
る
な
り
。
即
ち
上

文
に
三
十
六
の
数
、
四
を
以
て
之
を
約
す
れ
ば
、
却
っ
て
是
れ
四
箇
の
九
な
り
。
故
に
九
の
子
為
り
。
一
箇
の
十
二
も
亦
径
一
の
義
な
り
。
九
箇
の
四
も
亦
た
囲
三
の

義
な
り
。
即
ち
四
象
の
中
の
太
陽
、
第
一
位
を
占
め
て
九
を
含
む
の
数
な
り
。
特
に
蓍
を
揲
し
爻
を
逐
い
て
、
各
々
老
少
の
数
有
り
其
の
変
と
不
変
を
観
て
以
て
占
を

為
し
、
太
極
に
由
り
て
加
倍
を
以
て
生
ず
る
者
は
、
則
ち
老
少
な
り
。（『
通
釈
』「
明
蓍
策
」）

（
９
）	

韓
康
伯
及
び
孔
穎
達
の
旧
注
を
確
か
め
て
み
る
と
、「
分
か
ち
て
二
を
為
す
は
一
営
な
り
。
一
を
掛
け
て
三
に
象
る
は
二
営
な
り
。
之
を
揲
う
る
に
四
を
以
て
す
る
三
営

な
り
。
奇
を
扐
に
帰
す
は
四
営
な
り
」（『
周
易
正
義
』
繫
辞
伝
・
韓
注
）
と
あ
り
、
孔
穎
達
は
「
再
扐
し
て
後
に
掛
く
と
は
、
既
に
分
か
つ
に
天
を
左
手
に
於
い
て
し
、

地
を
右
手
に
於
い
て
す
。
乃
ち
四
四
も
て
天
の
数
を
揲
え
て
、最
末
の
余
り
は
之
を
帰
す
に
掛
扐
の
一
処
に
合
わ
す
。
是
れ
一
扐
な
り
」（『
周
易
正
義
』
繫
辞
伝
・
孔
疏
）

と
あ
り
、
掛
一
策
を
三
変
に
わ
た
っ
て
取
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
な
い
。

（
10
）	

畢
中
和
に
つ
い
て
は
、
唐
の
劉
禹
錫
・
柳
宗
元
と
同
時
代
の
人
と
知
ら
れ
る
が
未
詳
。
著
述
『
揲
蓍
法
』
は
今
に
伝
わ
ら
な
い
。
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（
11
）	

郭
雍
（
一
○
九
一
～
一
一
八
七
）
は
南
宋
の
河
南
府
洛
陽
の
人
、
字
は
子
和
、
兼
山
先
生
郭
忠
孝
の
子
で
あ
る
。
乾
道
年
間
に
高
官
に
推
挙
さ
れ
る
も
応
じ
ず
、
沖
晦

処
士
、
頤
正
先
生
の
称
号
を
賜
っ
た
。
父
の
忠
孝
は
程
子
に
学
び
、「
兼
山
易
解
」
を
著
し
た
。
父
の
没
後
、
遺
書
は
散
佚
し
、
雍
は
南
渡
後
、
峽
州
長
楊
山
谷
に
隠

居
し
、『
郭
氏
傳
家
易
說
』
を
著
し
た
。
雍
は
自
ら
父
の
易
説
に
も
と
づ
い
た
と
い
う
も
の
の
、
実
際
は
そ
の
多
く
が
独
自
の
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
朱
子
は
、「
兼
山

易
は
象
数
の
学
に
溺
れ
る
も
、
今
、
雍
の
書
を
観
る
に
大
抵
義
理
を
剖
析
し
、
程
伝
と
相
似
て
象
数
に
溺
れ
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。
雍
の
言
に
曰
く
、
易
の
書
為
る
や
、

其
の
道
其
の
辞
、
皆
象
に
由
り
て
出
づ
る
も
、
未
だ
象
を
忘
れ
て
易
を
知
る
に
あ
ら
ざ
る
者
な
り
。
首
腹
馬
牛
の
類
の
如
き
は
、
或
い
は
時
に
忘
る
る
べ
き
な
り
。
此

れ
象
の
末
な
り
。
其
の
説
、
此
の
如
く
殆
ど
其
の
父
意
と
必
ず
し
も
尽
く
は
同
じ
か
ら
ず
」
と
述
べ
、
程
子
学
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
評
し
て
い
る
（『
四
庫
全
書

提
要
』
経
部
易
類
「
郭
氏
家
伝
易
説
」）。
著
述
に
「
郭
氏
家
伝
易
説
十
一
巻
」
の
ほ
か
、「
卦
辞
旨
要
六
巻
」「
蓍
卦
辨
疑
三
巻
」
が
あ
る
。
今
に
伝
わ
る
の
は
、「
郭

氏
家
伝
易
説
十
一
巻
」
の
み
で
あ
る
。
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An introduction to the study of Yixueqimeng 易学啓蒙 : 
with a focus on the method of using bamboo divination

� Hyeon SHIN

　　Yixueqimeng 易学啓蒙 was completed in March 1186, 10 years after Zhuxi 朱熹 wrote 

Zhouyibenyi 周易本義. Zhuxi 朱熹 has been revising the book for more than a decade 

even after it was printed, and his academic enthusiasm for the book was special. Zhuxi 朱

熹 describes the purpose of his writing in his preface and states that it is to present a 

solid theoretical basis for beginners. However, even though it is a “book of enlightenment 

for beginners,” the content of Yixueqimeng 易学啓蒙 is by no means simple. In the first 

place, the name qimeng 啓蒙 was modestly named with modesty, but he thought it was 

rather insolent, so he told his teacher friend Caiyuanding 蔡元定 that he wanted to change 

it to a different name.

　　Yixueqimeng 易学啓蒙 consists of four chapters: Bentushu 本図書 chapter 1, Yuanguahua 

原卦画 chapter 2, Mingshice 明蓍策 chapter 3, and Kaobienzhan 考変占 chapter 4. At first, 

He was thinking of a composition of Yuanguahua 原卦画 chapter 2 and Mingshish 明蓍策 

chapter 3, but based on the theory of six, seven, eight, nine derived from Hetuluoshu 河図

洛書, Bentushu 本図書 chapter 1 was added, and Kaobienzhan 考変占 chapter 4 was a 

separate edition of the Guabientu 卦変図 contained in Mingshish 明蓍策 chapter 3.

　　In this article, Mingshish 明蓍策 chapter 3 that is an explanation of the method of using 

bamboo divination sticks in Dayanzhishu 大衍之数 chapter of Xicizhuan 繫辞伝 is considered. 

The method of using bamboo divination, which is widely known today, but is a complex and 

intractable problem in the study of the history of interpretation and thought of it. It’s not 

just only Mingshice 明蓍策 chapter 3. The fact that there is little research on Yixueqimeng 

易学啓蒙 today illustrates the difficulty of the book. In this article, I examined the number 

theory of the points contained in the Yixueqimeng 易 学 啓 蒙 and explored Zhuxi 朱 熹’s 

interpretation and characteristics of method.




